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本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在
入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は、
様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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2024年3月期 上半期業績結果１．



連結売上高

（単位：百万円） 109億円
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更新

* 円換算後



連結損益計算書
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実績 売上比 増減額 増減率 実績 売上比

売上高 10,952 100.0 +962 +9.6 9,989 100.0

　 売上原価 3,928 35.9 +558 +16.6 3,370 33.7

　 販管費 6,405 58.5 +713 +12.5 5,691 57.0

営業利益 617 5.6 ▲ 309 ▲33.4 927 9.3

経常利益 632 5.8 ▲ 283 ▲31.0 916 9.2

四半期純利益* 359 3.3 ▲ 361 ▲50.1 721 7.2

* 親会社株主に帰属する四半期純利益

（単位：百万円、％）

2023年3月期 H12024年3月期 H1 前年同期比増減


開示用

				（単位：百万円、％）				2024年3月期 H1 ネンガツキ						前年同期比増減 ゼンネンドウキヒゾウゲン						2023年3月期 H1 ネンガツキ

								実績 ジッセキ		売上比 ウリアゲヒ				増減額 ゾウゲンガク		増減率 ゾウゲンリツ				実績 ジッセキ		売上比 ウリアゲヒ

				売上高 ウリアゲダカ				10,952		100.0				+962		+9.6				9,989		100.0

				　 売上原価 ウリアゲゲンカ				3,928		35.9				+558		+16.6				3,370		33.7

				売上総利益 ウリアゲソウリエキ				5,270		68.0				△ 977		△ 15.7				6,248		71.1

				　 販管費 ハンカンヒ				6,405		58.5				+713		+12.5				5,691		57.0

				営業利益 エイギョウリエキ				617		5.6				▲ 309		▲33.4				927		9.3

				　 営業外損益 エイギョウガイソンエキ				△ 17		△ 0.2				25		▲58.9				△ 43		△ 0.5

				経常利益 ケイジョウリエキ				632		5.8				▲ 283		▲31.0				916		9.2

				　 特別損益 トクベツソンエキ				△ 17		△ 0.2				▲ 69		▲134.1				52		0.6

				四半期純利益* シハンキジュンリエキ				359		3.3				▲ 361		▲50.1				721		7.2

				* 親会社株主に帰属する四半期純利益 シハンキ





検算用

				2409								2309

				実績 ジッセキ		売上比 ウリアゲヒ		増減額 ゾウゲンガク		増減率 ゾウゲンリツ		実績 ジッセキ		売上比 ウリアゲヒ

		売上高 ウリアゲダカ		10,952,436,762		100		962,805,054		9.638043545		9,989,631,708		100

		売上原価 ウリアゲゲンカ		3,928,813,651		0.3587159402		558,165,543		16.5595910672		3,370,648,108		0.3374146522

		販管費 ハンカンヒ		6,405,828,092		0.5848769759		713,893,776		12.5421998282		5,691,934,316		1.6886765197

		営業利益 エイギョウリエキ		617,795,019		0.0564070839		-309,254,265		-33.3589886037		927,049,284		0.1628706926

		経常利益 ケイジョウリエキ		632,732,461		0.0577709303		-283,893,883		-30.971604172		916,626,344		0.9887568653

		四半期純利益 シハンキジュンリエキ		359,723,854		0.0328441845		-361,755,960		-50.1408290267		721,479,814		0.7871035114
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前年同期営業利益比較分析

2023年3月期上半期～2024年3月期上半期 営業利益：増減分析（単位：億円）
備考：販管費増はグラフ上ではマイナス方向で表記

9.2

▲3.1億円

販管費増
（＋5.2億円）

6.1

2023年3月期
H1

粗利増
（＋5.２億円）

前年同期比
+7.84円安

営業・開発体制強化
賃上げ

米国の販売拡大
代理店向けコミッション等

開発費増
新製品開発

強化

• 円安進行、償還下落による営業利益悪化（▲1.8億円）
• 売上増による粗利増（＋5.2億円）、原価悪化・その他（▲1.3億円）
• 販管費増加（▲5.2億円）

営業利益
▲3.1億円

2024年3月期
H1



主要品目別連結売上高
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（単位：百万円、％） 実績 構成比 増減額 増減率 実績 構成比

6,129 56.0 +324 +5.6 5,805 58.1

人工関節 2,361 21.6 +135 +6.1 2,226 22.3

骨接合材料 2,059 18.8 +137 +7.1 1,922 19.2

脊椎固定器具 1,635 14.9 +38 +2.4 1,596 16.0

その他 183 1.7 +6 +3.9 176 1.8

小計 6,240 57.0 +318 +5.4 5,921 59.3

▲110 ▲1.1 ▲5 - ▲116 ▲1.2

4,823 44.0 +638 +15.3 4,184 41.9

人工関節 4,806 43.9 +639 +15.3 4,167 41.7

脊椎固定器具 16 0.1 ▲0 ▲ 3.0 17 0.2

合計 10,952 100.0 +962 +9.6 9,989 100.0

自社製品売上高 8,866 80.1 +747 +9.5 8,118 80.3

USドルベース*2 34,132 +2,781 +8.9 31,351

*1 期中平均換算レート（円/USドル） 141.31 +7.84 133.47

*2 Thousands of dollars *3 売上控除：収益認識基準適用に伴う控除。

日本国内売上

米国売上*1

2024年3月期 H1 2023年3月期 H1前年同期比増減

売上控除*3


開示用

								2024年3月期 H1 ネンガツキ						前年同期比増減 ネンドウキヒゾウゲン						2023年3月期 H1 ネンガツキ

				（単位：百万円、％） タンイヒャクマンエン				実績 ジッセキ		構成比 コウセイヒ				増減額		増減率				実績 ジッセキ		構成比 コウセイヒ

				日本国内売上 ニホンコクナイウア				6,129		56.0				+324		+5.6				5,805		58.1

						人工関節 ジンコウカンセツ		2,361		21.6				+135		+6.1				2,226		22.3

						骨接合材料 コツセツゴウザイリョウ		2,059		18.8				+137		+7.1				1,922		19.2

						脊椎固定器具 セキツイコテイキグ		1,635		14.9				+38		+2.4				1,596		16.0

						その他 タ		183		1.7				+6		+3.9				176		1.8

						小計 ショウケイ		6,240		57.0				+318		+5.4				5,921		59.3

				売上控除*3 ウリアゲコウジョ				▲110		▲1.1				▲5		-				▲116		▲1.2

				米国売上*1 ベイコクウリアゲ				4,823		44.0				+638		+15.3				4,184		41.9

						人工関節 ジンコウカンセツ		4,806		43.9				+639		+15.3				4,167		41.7

						脊椎固定器具 セキツイコテイキグ		16		0.1				▲0		▲ 3.0				17		0.2

						合計 ゴウケイ		10,952		100.0				+962		+9.6				9,989		100.0

						自社製品売上高		8,866		80.1				+747		+9.5				8,118		80.3

						USドルベース*2		34,132						+2,781		+8.9		30,781		31,351

						*1 期中平均換算レート（円/USドル） キチュウヘイキンカンサンエン		141.31						+7.84						133.47

						*2 Thousands of dollars *3 売上控除：収益認識基準適用に伴う控除。





検算用

		検算用は千円単位 ケンザンヨウセンエンタンイ		52期上期 キカミキ								51期上期 キカミキ

		開示用は百万円単位 カイジヨウヒャクマンエンタンイ		実績 ジッセキ		構成比 コウセイヒ		増減額 ゾウゲンガク		増減率 ゾウゲンリツ		実績 ジッセキ		構成比 コウセイヒ

		日本売上 ウリアゲ		6,129,249		55.9624269888		324,249		5.5856847545		5,805,000		58.1102545229				6129		0				324		5.5856847545				5805		58.1102545229

		人工関節 ジンコウカンセツ		2,361,320		21.5597698996		135,120		6.0695355314		2,226,200		22.2851074279				2361		0				135		6.0695355314				2226		22.2851074279

		骨接合材料 コツセツゴウザイリョウ		2,059,708		18.805935045		137,309		7.1425859044		1,922,399		19.2439440456				2059		0				137		7.1425859044				1922		19.2439440456

		脊椎固定器具 セキツイコテイキグ		1,635,801		14.9354992807		38,935		2.4382133504		1,596,866		15.9852350903				1635		0				38		2.4382133504				1596		15.9852350903

		その他 タ		183,407		1.6745772356		6,932		3.9280351325		176,475		1.7665817686				183		0				6		3.9280351325				176		1.7665817686

		小計 ショウケイ		6,240,238		56.9757997216		318,296		5.3748584502		5,921,942		59.2808883531				6240												5921		59.2808883531

		売上控除 ウリアゲコウジョ		-110,988		-1.0133636024		5,712		-4.8946015424		-116,700		-1.1682113183																-116		-1.1682113183

		米国売上 ウリアゲ		4,823,187		44.0375730112		638,797		15.2661917269		4,184,390		41.8873329756				4823		0				638		15.2661917269				4184		41.8873329756

		人工関節 ジンコウカンセツ		4,806,541		43.8855885577		639,315		15.341500557		4,167,226		41.7155148173				4806		0				639		15.341500557				4167		41.7155148173

		脊椎固定器具 セキツイコテイキグ		16,392		0.1496653347		(773)		-4.5033498398		17,165		0.1718281686				16		0				0		-4.5033498398				17		0.1718281686

		合計 ゴウケイ		10,952,436		100		962,805		9.6380436875		9,989,631		100				10952		0				962		9.6380436875				9989		100

		自社製品売上高		8,866,240		80.1		747,516		9.2073089318		8118724		81.2715104292				8866		0				747		9.2073089318				8118		81.2715104292

		（注）米国販売額（千ﾄﾞﾙ） チュウベイコクハンバイガクセン		34,132				2,781		8.8705304456		31351						34132		0				2781		8.8705304456				31351		0

		（注）換算レート（円） カンサンエン		149.58				16.11		12.0701281187		133.47						149.58						16.11		12.0701281187				133.47		0



千ドルベースなので増減額、増減率が合わない可能性大

千ドルベースなので増減額、増減率が合わない可能性大





日本市場



日本国内売上【前年同四半期比較】
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（単位：百万円、％）
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日本国内売上高
堅調

Q2 ＞ Q1会計期間 Q１ Q2 Q3 Q4

23.03 2,933 2,871 3,175 3,376

24.03 3,055 3,073 - -

増減率 ＋4.1% ＋7.1% - -

新型コロナウイルス感染症
５類変更（2023年5月）

症例数増加
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日本国内売上 【人工関節】

THA*1堅調 TKA*2好調2,3６１百万円

前年同期比＋6.1%
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（単位：百万円）

・症例数増
新型コロナウイルス感染症の
５類への変更

・2桁成長
人工股関節Entrada
人工膝関節BKS TriMax

・新製品全国展開予定
SecuAlign HTO Plate
Promontory Stem

*1 Total Hip Arthroplasty：人工股関節置換術 *2 Total Knee Arthroplasty:人工膝関節全置換術
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日本国内売上 【骨接合材料】

大腿骨頚部転子部
骨折治療材料

PHS/ASULOCK
2桁成長維持

2,０59百万円

前年同期比＋7.1%

（単位：百万円）
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日本国内売上 【脊椎固定器具】

Lynx高成長
BKP再成長

（KMC Kyphoplasty システム） （ Lｙnx Plate ）

1,635百万円

前年同期比＋2.4%
（単位：百万円）
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米国市場
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$3４.1M
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前年獲得顧客が
売上拡大に寄与

上半期
最高売上高更新
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米国売上【前年同四半期比較】
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23.03 16.2 15.1 17.7 17.2

24.03 16.9 17.1 - -

増減率 ＋4.８% ＋13.3% - -

米国売上高堅調（Million of dollars）

UHKAS開催
隔年実施の自社セミナー（4月開催）
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既存製品 2桁成長
 Entrada好調
新製品 下半期導入予定

米国売上 【人工関節・製品別】
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前年同期比 ▲3.6%
（Q1▲8.5%、Q2+1.6%）

＊ DePuy Synthes 社向け「KASM」販売等除く

（Million of dollars） 既存製品2桁成長
 BKS TriMax
 BKS Revision Knee
新製品 α導入済み
 新製品 BKS Uni

下半期に全国展開

$22.6M

$11.3M人工股関節

人工膝関節

人工膝関節 人工股関節
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2024年3月期 通期業績予想２．



通期業績予想値（前回予想vs今回予想）対比

修正後
予想値

売上比 増減額 増減率
修正前

予想値
売上比

売上高 23,600 100.0 +300 +1.3 23,300 100.0

　 売上原価 8,450 35.8 +650 +8.3 7,800 33.5

　 販管費 13,350 56.6 +350 +2.7 13,000 55.8

営業利益 1,800 7.6 ▲700 ▲28.0 2,500 10.7

経常利益 1,850 7.8 ▲550 ▲22.9 2,400 10.3

当期純利益* 1,150 4.9 ▲350 ▲23.3 1,500 6.4

* 親会社株主に帰属する当期純利益

（単位：百万円、％）

前回予想値今回予想値 前回予想値増減

日米共に売上前回予想減額、円安加速などにより営業利益を18億円に修正
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開示用

				（単位：百万円、％）				今回予想値 コンカイヨソウチ						前回予想値増減 ゼンカイヨソウチゾウゲン						前回予想値 ゼンカイヨソウチ						2023年3月期 ネンガツキ						当初予想値増減 トウショヨソウチゾウゲン

								修正後
予想値 シュウセイゴヨソウチ		売上比 ウリアゲヒ				増減額 ゾウゲンガク		増減率 ゾウゲンリツ				修正前
予想値 シュウセイマエヨソウチ		売上比 ウリアゲヒ				実績 ジッセキ		売上比 ウリアゲヒ				増減額 ゾウゲンガク		増減率 ゾウゲンリツ

				売上高 ウリアゲダカ				23,600		100.0				+300		+1.3				23,300		100.0				21,307		100.0				+300		+1.9

				　 売上原価 ウリアゲゲンカ				8,450		35.8				+650		+8.3				7,800		33.5				7,315		34.3

				売上総利益 ウリアゲソウリエキ																6,248		71.1

				　 販管費 ハンカンヒ				13,350		56.6				+350		+2.7				13,000		55.8				11,967		56.2

				営業利益 エイギョウリエキ				1,800		7.6				▲700		▲28.0				2,500		10.7				2,024		9.5				▲700		▲28.0

				　 営業外損益 エイギョウガイソンエキ																△ 43		△ 0.5

				経常利益 ケイジョウリエキ				1,850		7.8				▲550		▲22.9				2,400		10.3				2,043		9.6				▲550		▲22.9

				　 特別損益 トクベツソンエキ																52		0.6

				当期純利益* トウキジュンリエキ				1,150		4.9				▲350		▲23.3				1,500		6.4				1,423		6.7				▲350		▲23.3

				* 親会社株主に帰属する当期純利益 トウキジュンリエキ





検算用

				修正後 シュウセイゴ								当初 トウショ

				実績 ジッセキ		売上比 ウリアゲヒ		増減額 ゾウゲンガク		増減率 ゾウゲンリツ		実績 ジッセキ		売上比 ウリアゲヒ

		売上高 ウリアゲダカ		23,600		100		300		1.2875536481		23,300		100

		売上原価 ウリアゲゲンカ		8,450		0.3580508475		650		8.3333333333		7,800		0.3347639485

		販管費 ハンカンヒ		13,350		0.5656779661		350		2.6923076923		13,000		0.5579399142

		営業利益 エイギョウリエキ		1,800		0.0762711864		-700		-28		2,500		0.1072961373

		経常利益 ケイジョウリエキ		1,850		0.0783898305		-550		-22.9166666667		2,400		0.1030042918

		四半期純利益 シハンキジュンリエキ		1,150		0.0487288136		-350		-23.3333333333		1,500		0.0643776824







営業利益比較分析（前回予想vs今回予想）

25.0

18.0

2024年3月期 前回予想 vs 修正 営業利益：増減分析（単位：億円）
備考：販管費増はグラフ上ではマイナス方向で表記

▲7億円

前回予想比
+10.32円安 新規採用

抑制

経費抑制

新製品開発強化

販管費抑制
（1.7億円）

粗利減
（▲3.0億円）

①製造原価悪化
・サプライチェーン問題
・調達コスト上昇(インフレ）

②自社製品販売比率低下
（▲1.4%、修正80.4%、当初81.8%）

米国売上
増収

• 下半期想定為替レートを１USドル１３５円から１50円に変更した為替の影響（▲２．４億円）
• 売上減による粗利減（ ▲3.0億円） 、原価悪化（▲3.3億円）
• 販管費を抑制（1.7億円）

2024年3月期
前回予想

2024年3月期
今回予想

営業利益
▲７億円
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【修正後通期業績予想】連結損益計算書 (前年同期比）

今回予想値 売上比 増減額 増減率 実績 売上比

売上高 23,600 100.0 +2,292 +10.8 21,307 100.0

　 売上原価 8,450 35.8 +1,135 +15.5 7,315 34.3

　 販管費 13,350 56.6 +1,383 +11.5 11,967 56.2

営業利益 1,800 7.6 ▲224 ▲11.1 2,024 9.5

経常利益 1,850 7.8 ▲193 ▲9.5 2,043 9.6

当期純利益* 1,150 4.9 ▲273 ▲19.2 1,423 6.7

* 親会社株主に帰属する当期純利益

（単位：百万円 、 ％）

2023年3月期2024年3月期 前期比増減

前年同期比 症例増を見込むが
円安・サプライチェーン問題・償還下落により増収 減益となる見込み
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開示用

				（単位：百万円 、 ％） タンイヒャクマンエン				2024年3月期 ネンガツキ						前期比増減 ゼンキヒキヒゾウゲン						2023年3月期 ネンガツキ

								今回予想値 コンカイヨソウチ		売上比 ウリアゲヒ				増減額 ゾウゲンガク		増減率 ゾウゲンリツ				実績 ジッセキ		売上比 ウリアゲヒ

				売上高 ウリアゲダカ				23,600		100.0				+2,292		+10.8				21,307		100.0

				　 売上原価 ウリアゲゲンカ				8,450		35.8				+1,135		+15.5				7,315		34.3

				売上総利益 ウリアゲソウリエキ				14,700		66.8				+1,711		+13.2				12,988		67.7

				　 販管費 ハンカンヒ				13,350		56.6				+1,383		+11.5				11,967		56.2

				営業利益 エイギョウリエキ				1,800		7.6				▲224		▲11.1				2,024		9.5

				　 営業外損益 エイギョウガイソンエキ				△ 100		△ 0.5				△ 29		42				△ 70		△ 0.4

				経常利益 ケイジョウリエキ				1,850		7.8				▲193		▲9.5				2,043		9.6

				　 特別損益 トクベツソンエキ				△ 60		△ 0.3				△ 218		▲ 138				158		0.8

				当期純利益* トウキジュンリエキ				1,150		4.9				▲273		▲19.2				1,423		6.7

				* 親会社株主に帰属する当期純利益





検算用

				修正後								実績

		千円単位 センエンタンイ		実績		売上比		増減額		増減率		実績		売上比

		売上高		23,600,000		100		2,292,054		10.756804058		21,307,946		100

		売上原価 ウリアゲゲンカ		8,450,000		0.358051		1,134,703		15.511372949		7,315,297		0.3433131002

		販管費 ハンカンヒ		13,350,000		0.565678		1,382,024		11.5476835849		11,967,976		0.5616672766

		営業利益		1,800,000		0.076271		-224,671		-11.0966670634		2,024,671		0.0950195293

		経常利益		1,850,000		0.078390		-193,860		-9.4849940798		2,043,860		0.0959200854

		四半期純利益		1,150,000		0.048729		-273,719		-19.22563371		1,423,719		0.0668163417







【修正後通期業績予想】主要品目別連結売上高

（単位：百万円 、％） 修正予測値 構成比 増減額 増減率 実績 構成比

13,100 55.5 +743 +6.0 12,356 58.0

人工関節 5,030 21.3 +291 +6.2 4,738 22.2

骨接合材料 4,610 19.5 +287 +6.7 4,322 20.3

脊椎固定器具 3,300 14.0 +114 +3.6 3,185 15.0

その他 400 1.7 +45 +12.8 354 1.7

小計 13,340 56.5 +738 +5.9 12,601 59.1

▲240 ▲1.0 +4 ▲2.0 ▲ 244 ▲ 1.1

10,500 44.5 +1,548 +17.3 8,951 42.0

人工関節 10,430 44.2 +1,519 +17.1 8,910 41.8

脊椎固定器具 70 0.3 +29 +72.7 40 0.2

23,600 100.0 +2,292 +10.8 21,307 100.0

自社製品売上 19,160 80.4 +1,783 +10.3 17,377 80.6

USドルベース *2 72,254 +5,924 +8.9 66,330

*1　期中平均換算レート（円/USドル） 145.32 +10.37 134.95

*2 Thousands of dollars　*3 売上控除：収益認識基準適用に伴う控除。

合計

日本国内売上

米国売上 *1

2024年3月期 2023年3月期前期比増減

売上控除 *3

日米共に獲得症例増により全ての製品カテゴリーでプラス成長を見込む
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開示用

								2024年3月期 ネンガツキ						前期比増減 キヒゾウゲン						2023年3月期 ネンガツキ

				（単位：百万円 、％） タンイヒャクマンエン				修正予測値 シュウセイヨソクチ		構成比 コウセイヒ				増減額		増減率				実績 ジッセキ		構成比 コウセイヒ

				日本国内売上 ニホンコクナイウリアゲ				13,100		55.5				+743		+6.0				12,356		58.0

						人工関節 ジンコウカンセツ		5,030		21.3				+291		+6.2				4,738		22.2

						骨接合材料 コツセツゴウザイリョウ		4,610		19.5				+287		+6.7				4,322		20.3

						脊椎固定器具 セキツイコテイキグ		3,300		14.0				+114		+3.6				3,185		15.0

						その他 タ		400		1.7				+45		+12.8				354		1.7

						小計 ショウケイ		13,340		56.5				+738		+5.9				12,601		59.1

				売上控除 *3 ウリアゲコウジョ				▲240		▲1.0				+4		▲2.0				▲ 244		▲ 1.1

				米国売上 *1 ベイコクウリアゲ				10,500		44.5				+1,548		+17.3				8,951		42.0

						人工関節 ジンコウカンセツ		10,430		44.2				+1,519		+17.1				8,910		41.8

						脊椎固定器具 セキツイコテイキグ		70		0.3				+29		+72.7				40		0.2

				合計 ゴウケイ				23,600		100.0				+2,292		+10.8				21,307		100.0

						自社製品売上		19,160		80.4				+1,783		+10.3				17,377		80.6

						USドルベース *2		72,254						+5,924		+8.9				66,330

						*1　期中平均換算レート（円/USドル） キチュウヘイキンカンサンエン		145.32						+10.37						134.95

						*2 Thousands of dollars　*3 売上控除：収益認識基準適用に伴う控除。





検算用

						24年3月期 ネンガツキ				前期比増減 キヒゾウゲン				23年3月期 ネンガツキ						23年3月期 ネンガツキ						前期比増減 キヒゾウゲン						22年3月期 ネンガツキ

		千円 センエン				予測値 ヨソクチ		構成比 コウセイヒ		増減額		増減率		実績 ジッセキ		構成比 コウセイヒ				予測値 ヨソクチ		構成比 コウセイヒ				増減額		増減率				実績 ジッセキ		構成比 コウセイヒ

		日本国内売上 ニホンコクナイウリアゲ				13,100,000		0.5550847458		743,228		0.0601474236		12,356,772		0.579913803				13200		60				790		6.3739346071				12409		64.6537338852

				人工関節 ジンコウカンセツ		5,030,000		0.2131355932		291,485		0.0615139975		4,738,515		0.2223825328				4900		22.2727272727				180		3.8168752814				4719		24.5913873366

				骨接合材料 コツセツゴウザイリョウ		4,610,000		0.1953389831		287,478		0.0665070068		4,322,522		0.202859628				4469		20.3136363636				353		8.5765150461				4115		21.4451634218

				脊椎固定器具 セキツイコテイキグ		3,300,000		0.1398305085		114,021		0.0357883715		3,185,979		0.1495206999				3459		15.7227272727				333		10.6825153892				3125		16.2827008932

				その他 タ		400,000		0.0169491525		45,420		0.1280952112		354,580		0.0166407405				372		1.6909090909				-76		-16.9753085393				448		2.3344822335

				小計 ショウケイ		13,340,000		0.5652542373		738,404		0.0585960699		12,601,596		0.5914036013

				売上控除 ウリアゲコウジョ		(240,000)		-0.0101694915		4,824		-0.0197039506		(244,824)		-0.0114897982

		米国売上※1 ベイコクウリアゲ		合計 ゴウケイ		10,500,000		0.4449152542		1,548,826		0.1730304874		8,951,174		0.420086197				9100		41.3636363636				2029		28.6969270849				7070		36.8407207864

				人工関節 ジンコウカンセツ		10,430,000		0.4419491525		1,519,356		0.1705102347		8,910,644		0.4181840896				9100		41.3636363636				2055		29.1752872983				7044		36.704292717

				脊椎固定器具 セキツイコテイキグ		70,000		0.0029661017		29,470		0.7271157168		40,530		0.0019021073				0		0				-26		-100				26		0.1364280694

		合計 ゴウケイ				23,600,000		1		2,292,054		0.1075680406		21,307,946		1				22000		100				2806		14.6245343401				19193		100

														0																		0

				自社製品売上（売上控除後） ウリアゲコウジョゴ		19,160		80.4		1,783		1.1026068942		17,377		80.6				17942		81.5545454545				2500		16.1900686637				15441		80.4556869925

														0																		0

				※1　ドルベース(千ドル） セン		72,254				5,924		1.0893110207		66,330						71093						8453		13.4946030222				62640

				※1　換算レート（円） カンサンエン		145.32				10.37				134.95						128						15.12		13.3947554926				112.88

																				1000







下半期の重点施策

JMDM ODEV

 大腿骨頚部転子部骨折治療製品の拡販

 人工股関節（THA、BHA）製品の拡販

 新製品の拡販

Lynxα プレート、Vusion Ti3D ARC ケージの拡販

 販管費の抑制

 新規顧客獲得による顧客基盤の拡大

 人工股関節新製品の販売開始

 人工膝関節製品の拡販

 人工膝関節BKS Uni 全国展開

 製造原価低減

サプライチェーン問題の改善

外部ベンダーの見直し

 販管費の抑制

日米共に注力製品の拡販、新製品による売上拡大を目指し、サプライチェーン問題の
改善、外部ベンダーの見直しにより製造原価を低減する
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Topic３．
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Topic 再生医療分野（膝関節）に参入
製品名：LC-PRP

（Lyophilized Concentrated PRP）膝関節早期治療製品 PRP-FD を医療施設に販売開始

2022年4月販売開始
「SecuAlign HTO プレート システム」

PRP（多血小板血漿）とは？

 採血した血液を遠心分離して、濃縮された血小板

 本治療は、PRPに含まれる成長因子の力を利用して、人が本来持っている治癒

能力や組織修復能力・再生能力を引き出す

 痛みの抑制効果だけでなく、軟骨破壊抑止効果も期待できるほか、患者自身の

血液成分だけを用いた治療であることから、免疫反応が起きにくい

PRPは単一治療のみならず、 SecuAlign HTOプレート等、外科的治療とも

併用されていることから、本製品を導入することで、当社膝関節治療製品との

シナジー効果が期待できる

PRP 治療の動向
 本治療は、早期の膝関節痛やスポーツ外傷などの治療に使用され、市場は継続的に成長
 当社が販売するPRP-FDは、特定細胞加工物製造許可を受けた 加工業者に PRP-FDの抽出作業を

委託することにより、医療施設において PRP 治療開始に必要な投資、再生医療関連法規への対応等
の負担軽減が可能であることから、導入する医療施設は増加傾向

PRP市場参入のシナジー効果



お問い合わせ先 E-MAIL IRサイト

株式会社日本エム・ディ・エム IR室 ir@jmdm.co.jp https://www.jmdm.co.jp/ir/

最先端の優れた医療機器の開発と販売を通じて、
医療に貢献する



ご参考



日本株ESG指数「FTSE」の構成銘柄に初選定

FTSE Blossom Japan Sector Relative Indexの構成銘柄に初選定

FTSE Russell 【HOME ＞ ALL ＩＮＤＥＸ ＞ FTSE BLOSSOM JAPAN INDEX SERIES】
（https://www.ftserussell.com/products/indices/blossom-japan）

当社は、今後もサステナビリティに関する取組みを強化し、事業活動を通じて
様々な社会課題の解決を実現していくことで、持続可能な社会の発展に貢献
してまいります。

FTSE Blossom Japan Sector Relative Indexとは？

グローバルインデックスプロバイダーであるFTSE Russellにより構築されたインデックス

各セクターにおいて相対的に環境、社会、ガバナンス（ESG）の対応に優れた日本企業の
パフオーマンスを反映するインデックスで、セクター・ニュートラルとなるよう設計

本インデックスは、年金積立金管理運用独立行政法人（GPIF）がESG指数として採用して
おり、ESG 投資のための代表的な指数のひとつ

✔

✔

✔
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サステナビリティの取組み（2024年3月期）

区分 活動内容

サステナビリティ全般  マテリアリティ（重要課題）の特定

環境

（Environment）

 TCFD コンソーシアム参画

 国連グローバルコンパクトに署名

 環境方針の策定

 TCFD （連結）GHG排出量削減目標の開示

 CDPスコアレベル「B-」評価

社会

（Social）

 人権方針の策定・開示

 多様な人材の活躍推進（キャリア･マネジメント･システム）の開示

・ 多様性の確保を含む人材育成方針、社内環境整備方針の策定

・ ダイバーシティ＆インクルージョン、人材開発の取組み

企業統治

（Governance）

 サステナビリティ委員会の開催（取締役会に報告）

 リスク管理委員会の開催

 コンプライアンス委員会の開催

 コーポレート・ガバナンス・コードの遵守

当社ホームページ 【トップ ＞ サステナビリティ】
（https://www.jmdm.co.jp/sustainability-action/） 29
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中期経営計画「MODE2023」進捗状況

（単位：百万円、％）

2022年3月期
（第50期）

202３年3月期
（第51期）

202４年3月期
（第52期）

実績/目標 百分比 実績/目標 百分比 予想/目標 百分比

売上高 19,193
/18,700

100.0% 21,307
/20,000

100.0% 23,600
/22,000

100.0%

営業利益 2,661
/2,700

13.9%
/14.4%

2,024
/3,000

9.5%
/15.0%

1,800
/3,500

7.6%
/15.9%

経常利益 2,591
/2,650

13.5%
/14.2%

2,043
/2,950

9.6%
/14.8%

1,850
/3,400

7.8%
/15.5%

当期純利益 2,135
/1,800

11.1%
/9.6%

1,423
/2,000

6.7%
/10.0%

1,150
/2,300

4.9%
/10.5%

ROE（％） 10.7/9.2 6.4/9.5 4.9/10.0

ROIC（％） 7.9 /8.1 5.6/8.5 4.9/ 9.0

* 中期経営計画「MODE2023」策定時の想定為替レート：108円
30
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質問への回答

Q1 連結売上高における粗利率を以前の水準（65%～70%）程度に回復する見通し・取り組みを教えてほしい

A

短期的に回復させることは厳しい状況ですが、原価率低減の施策として以下の取り組みを進める方針です。

①米国（ODEV社）における内製化比率引上げ

5年ほど前から取り組み始め、当時は約15%ほどの内製化比率でしたが、新型コロナウイルス感染症前まで約30%に

引き上げることができました。しかし、コロナ渦においては、人材の確保が難しいという背景があり、外部ベンダーに委

託せざるを得ない状況であったため約25%まで低下しました。来年度以降は、再び内製化比率を引き上げる方向で取

り組んでいきます。

②米国（ODEV社）における調達先（外部ベンダー）の見直し・多様化

当社製品は、インプラントの表面に特殊なコーティングを施す等の加工を外部ベンダーに委託しています。仮に外部ベン

ダーが1社しかいない場合に、委託先のコスト増をそのまま当社で吸収する必要があるため、外部ベンダーの見直しを

進めていきます。また、多様化の面では、現在の主な調達先である米国・欧州だけでなくアジア地域から調達することも

視野に入れております。

①、②共に、具体的な計画は次期の中期経営計画（2024年5月頃発表予定）にて公表する予定です。

Q2 米国における内製化比率向上の取り組み（Q1の①）として、製造機械の増設や稼働率の向上を行う等の計画はあるか

A

当社製品のインプラントは、DMG森精機などの工作機械を用いて製造します。例えば現状保有する工作機械を２４時間フ

ル稼働することで内製化比率を向上させることが可能です。また、将来、内製化比率を上げるために必要な工作機械など

への追加投資もする予定です。
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質問への回答

Q５ 米国における市場環境について教えてほしい

A

 高額な民間医療保険の抑制（保険会社、加入者双方）の動きによる「日帰り手術」の増加

近年、米国において日帰り手術を行う患者さんが増加傾向にあり、当社の米国売上のうち日帰り手術向けの比率も増

加傾向となっています。また、日帰り手術を行う医療施設は医師個人が経営する小規模の医療施設が増加傾向にあり、

利益確保のために、当社製品を含め治療材料に対する価格下落圧力が強まっています。

これら、医療施設からの価格低減要望に応えるためにも、治療価値の高い治療材料の開発に加え、更なる製造原価の低

減を実現する必要があります。

Q4 日本における市場環境について教えてほしい

A

 新型コロナウイルス感染症の５類移行の影響

上半期は7-8月頃に症例数が増加しましたが、9月には落ち着いてきたことから、下半期は５類移行による大きな症例

数の伸長はないと想定しております。

 2024年4月から開始予定の「医師の働き方改革」の症例数への悪影響の有無

「医師の働き方改革」により、整形外科の急性期（骨折）患者や慢性疾患（人工関節、脊椎固定器具での治療が必要とな

る疾患）の患者さんの数が減少するわけではありませんので、症例数に大きな悪影響はないと想定しています。

Q3 インフレが続く米国において、製造拠点を他国に移転する可能性はあるか

A 自社製造の拠点を他国に設置する予定はありませんが、アジア地域での製造（委託）拡大を検討しています。
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質問への回答

Q５ 米国における市場環境について教えてほしい（続き）

A

 高額なロボット手術導入について

当社は自社での手術用ロボットを開発しておりませんが、当社インプラントを使ったロボット手術のニーズもあるため、

Think Surgical社と業務提携し当社インプラントを使ったロボット手術に対応しています。

また、Think Surgical社から新型小型ロボット手術システム「THINK Surgical TMINI」が当社インプラントに対応

することとなり、米国におけるロボット手術ニーズへの対応を強化しています。
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